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まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

付加価値を付けブランドに
さらさらレッド畑ミーティング

栗山町内限定で生産される健康玉ねぎ「さらさら
レッド」のブランド化を図ろうと「さらさらレッド畑
ミーティング 2011」が 7 月 30 日、雨煙別小学校 コカ・
コーラ環境ハウスで開催されました。町内 15 戸の生
産者をはじめ流通、販売関係者など約 90 人が参加。「さ
らさらレッド」の生みの親である有限会社 植物育種研
究所の岡本大作さんが「機能性と味の優れた“さらさ
らレッド”に付加価値をつけ、みんなでチームとして
ブランド化をしていきましょう」と呼びかけました。

大勢の子どもで賑わう
くりやまふるさと盆踊り

雨で 2 日度順延になった「くりやまふるさと盆踊り」
が 8 月 17 日、松風 2 丁目のご縁広場で無事開催され、
夏の夜を楽しむ大勢の人たちで賑わいました。栗山み
のり太鼓による太鼓の音とともに「しゃんこしゃんこ」
や「北海盆歌」にあわせ、待ちわびた浴衣姿の子ども
たちや大人が踊りの輪をつくりました。恒例の仮装盆
踊り大会では、天才バカボンなどアニメキャラクター
の衣装などで観客を楽しませ、盆踊り大会をさらに盛
り上げていました。

栗山町 検索

被災地にメロンを！
栗山商工会議所青年部

栗山商工会議所青年部（岡山昌司会長）の会員 6 人
が 7 月 29 日、東日本大震災で被災した宮城県東松島
市へ栗山メロン 180 玉を届けるために出発しました。
同市ひびき工業団地内にある仮設住宅へ 30 日の午前
に到着。およそ 230 世帯の皆さんへ栗山のメロンを届
けました。岡山会長は「青年部の既存の事業を被災地
の支援にまわしました。小さな支援ですが、被災され
た皆さんが少しでも喜んでくれれば」と話していま
した。

「うれし、たのし」サマーキャンプ
栗山青年会議所

栗山青年会議所（渡辺泰弘理事長）が、7 月 30 日、
31 日にサマーキャンプをに実施し、地元栗山町や由仁
町、北広島市から子どもたち 17 人が参加しました。今
年は「うれし、たのし、大好きサマーキャンプ in 天満宮」
と銘打ち、栗山天満宮を拠点にキャンプを張りました。
ふるさとの魅力に気づいてもらおうとハサンベツ里山
でのイモ掘りや、夜には天満宮で肝試し、翌日にはし
め縄づくりなどを楽しみました。日ごろ体験できない
内容に子どもたちは、有意義な 2 日間を過ごしました。
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親子連れでにぎわう
栗山公園こどもまつり

平和の誓い新たに
戦没者追悼式

子どもたちに楽しい思い出をつくってもらおうと『栗
山公園こどもまつり』（主催 たかはしダリア）が 8 月
21 日開催され、たくさんの親子連れでにぎわいました。
途中、雨が降ってしまい昼から予定していたイベント
が中止になってしまいましたが、子どもたちは宝探し
や塗り絵コーナー、ヨーヨーつりなどを楽しみました。
岩見沢市から親子で訪れた一本木 一愛（いのり）ちゃ
ん（3 歳）は「うさぎがかわいくニンジンを食べてくれ
た。楽しかった」と話していました。

戦争で亡くなられた方々を追悼する戦没者追悼式
（町主催）が 8 月 20 日、角田農村環境改善センターで
行われ、ご遺族や関係者など約 100 人が参列し、栗山
出身の戦没者 411 人の御霊（みたま）に祈りを捧げま
した。黙とうの後、椿原紀昭町長は式辞で ｢尊い命が
犠牲となる戦争を再び繰り返すことのないよう私たち
は次の世代に正しく語り継がなければなりません。平
和の誓いも新たに“次代に誇れるふるさと栗山”の創
造を目指します｣ と述べました。

さあフィンランドへ！
介護福祉学校 交換留学

クラシックカーが一堂に
クラシックカーinくりやま

町立北海道介護福祉学校の学生が 8 月 27 日から 2 週
間の日程でフィンランドへ旅立ちました。平成 8 年か
ら続く交換留学事業で、福祉先進国を肌で感じ介護福
祉士としての糧とするためにこれまで 36 人の学生が派
遣されました。8 月 23 日、派遣される三浦千輝さんた
ち 4 人は椿原紀昭町長を訪れ「文化の違いが介護でど
のような違いを生むのか学んできます」と抱負を話す
と、椿原町長は「体に気をつけ、いろいろな事を学び、
楽しい留学にしてください」と笑顔で返していました。

商店街イベント広場で 8 月 21 日、「クラシックカー in
くりやま」が開催されました。ハコスカの愛称で親しま
れた昭和 45 年式「スカイライン GT」をはじめ昭和の名
車が数多く展示されました。また、1980 年代のハーレー
ダヴィッドソン「ＦＬＨショベルヘッド」など 10 台を超
えるオートバイも参加し会場を盛り上げました。美唄市
から訪れた古野比左司さん（63 歳）は昭和 41 年製トヨ
タライトスタウトを見ながら「若かったころこの車を仕
事で使っていた。とても懐かしい」と話していました。 
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療
・
療
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デ
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。

◆
医
療
費
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町
内
在
住
の
児
童

◇
助
成
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容

道
立
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ど
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合
医
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・
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育
セ
ン

タ
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と
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児
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。
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◇
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１／２
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あ
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引
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度
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１／２
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助
成
し
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。
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付
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９
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。
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療
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療
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付
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９
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。
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。
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まちのおしらせ

人　口　13,350 人   （ ー32）
　男　　 6,249 人   （ ー17）
　女　　 7,101 人   （ ー15）
世帯数　 6,056世帯（ ー11）

※8月1日現在、（　）内は前月比
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介
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介
護
料
の
支
給

◇
対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
り
脳
、
脊
髄
ま
た
は

胸
腹
部
臓
器
に
損
傷
を
受
け
、
常
時
ま

た
は
随
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
で

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
（
自
損
、

他
損
、
時
期
は
問
い
ま
せ
ん
）

◇
支
給
額

後
遺
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
月
額

2
9
2
9
0
円
～
1
3
6
8
8
0
円

　
「
短
期
入
院
」
費
用
が
あ
れ
ば
別
枠
で

支
給　
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０
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特
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ど
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通
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　固定資産税（第 3 期）

　国民健康保険税（第 3 期）

　介護保険料（第 3 期）

　後期高齢者医療保険料（第 3 期）

る
た
め
、
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を
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る
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上
の
認
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症
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ら
れ
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方
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介
護
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家
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･
介
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法
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介
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介
護
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が
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護
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･
医
師
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介
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infomation ９

1
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0
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※
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細
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い
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、
徘
徊
探
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機
購

入
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係
る
領
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書
（
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細
書
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介
護
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け
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い
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方
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介
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。
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【問い合わせ】
 ･ 課税内容について　町税務課課税グループ  ☎� 7505、� 7504
 ･ 納税相談について　町税金対策室　　　  ☎� 7506

今月の納期限

9/ 30金
納税には

便利な
口座振替を！

国 民 年 金
「国民年金のメリット」

　日本に住んでいる 20 歳以上 60 歳未満の
方は、国民年金に加入して保険料を納める
ことになります。国民年金には次のような
メリットがあります。

　　　　生涯の年金額は保険料の 1.5 倍以上
国民年金の老齢基礎年金の半分は国庫負担

（税金）で賄われているため、平均寿命で試
算すると支払った保険料より多くの給付を
受けることができます。

　　　　老後を支える終身保障
国民年金は、生きている限り年金
が受け取れる一生涯の保障です。

　　　　万が一のときをサポート！
国民年金は老後の保障だけではありませ
ん。加入者がケガや病気により障害が残っ
たときの「障害基礎年金」や、亡くなられ
たときにはその遺族に「遺族基礎年金」が
支給されます。

　　　　納めた保険料は控除の対象
納めた保険料の全額が、確定申告の際「社
会保険料控除」として控除できます。

　　　　経済の変動にも負けません
年金額は賃金や物価の変動にあわせて改定
されます。年金に加入（20 歳）してから受
給（65 歳）するまでの間、経済社会が大き
く変動したとしても、年金の価値が保障さ
れます。

詳しくは下記にお問い合わせください。

【問い合わせ】
町住民福祉課住民保険グループ ☎� 7509

１

２

３

４

５

高
齢
者
の
徘
徊
に
お
悩
み
の

家
族
の
方
へ
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◆
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験
資
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①
救
急
救
命
士
資
格
取
得
者
（
平
成
24
年

4
月
資
格
取
得
見
込
み
含
む
）
で
平
成

元
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

②
心
身
強
健
で
、
視
力
両
眼
で
0
.
8

以
上
・
左
右
各
0
.
5
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眼
鏡
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聴
力
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方

③
採
用
時
普
通
自
動
車
免
許
１
種
取
得
者

で
、
勤
務
地
に
居
住
で
き
る
方

※
採
用
時
に
大
型
自
動
車
免
許
を
取
得
し

て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
採
用
後
に

同
免
許
を
取
得
す
る
事

※
日
本
国
籍
を
有
せ
ず
、
地
方
公
務
員
法

第
16
条
に
規
定
す
る
欠
格
事
項
に
該
当

す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◆
提
出
書
類

　

履
歴
書
・
卒
業
証
明
書（
見
込
み
含
む
）・

学
業
成
績
書
・
健
康
診
断
書
・
救
急
救

命
士
資
格
取
得
者
は
免
許
証
（
写
）・

自
動
車
運
転
免
許
証
（
写
）

※
履
歴
書
・
健
康
診
断
書
に
つ
い
て
は
、

南
空
知
消
防
組
合
指
定
用
紙
を
使
用
す

る
こ
と
。

◆
提
出
期
限

　

９
月
27
日
㈫
※
当
日
消
印
有
効

◆
1
次
試
験
日　

　

10
月
23
日
㈰　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

◇
科

目

一
般
教
養
・
作
文
・
適
性
検
査
・
体
力

測
定
※
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）
は
11

月
中
旬
を
予
定

◆
願
書
提
出
先
・
試
験
会
場
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
本
部
（
中
央
3

丁
目
3
0
9
番
地
2
）

　

☎
�
1
8
3
5

◆
採
用
予
定
人
員
　  　
　

  　
　

1
人

◆
採
用
予
定
期
日
　
　

　

平
成
24
年
4
月
1
日
（
予
定
）

◆
受
験
資
格

①
保
健
師
あ
る
い
は
助
産
師
ま
た
は
看
護

師
資
格
を
有
し
、
当
該
資
格
取
得
後
５

年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
者
で
、
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教
職
あ
る
い
は
学
生
指
導
の
経
験
を
有

す
る
方
（
介
護
教
員
講
習
会
修
了
者
が

望
ま
し
い
）

②
年
齢
は
お
お
む
ね
45
歳
～
50
歳
前
後

の
方

③
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
方

◆
提
出
書
類

　

履
歴
書
、
保
健
師
・
助
産
師
免
許
証

ま
た
は
看
護
師
免
許
証
の
写
、
健
康

診
断
書

◆
提
出
期
限

　

10
月
31
日
㈪
厳
守

※
試
験
日
時
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

町
立
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
（
湯
地
60

番
地
）

　

☎
�
6
0
6
0

◆
試
験
日　

11
月
6
日
㈰

◆
場
所
・
種
類

･
札
幌
市
、
苫
小
牧
市

　

甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

･
岩
見
沢
市

乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
受
験
資
格
　
乙
種
、
丙
種
は
制
限
な
し

◆
受
付
期
間　

９
月
20
日
㈫
～
29
日
㈭

◆
試
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

まちのおしらせ

試
　
　
験

◆
試
験
日　

11
月
6
日
㈰

◆
場
所
・
種
類

･
札
幌
市
、
苫
小
牧
市

甲
種
（
第
１
～
５
類
）、
乙
種
（
第
１

～
７
類
）

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
受
験
資
格　

乙
種
は
制
限
な
し

◆
受
付
期
間　

９
月
20
日
㈫
～
29
日
㈭

◆
試
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

◆
対

象

◇
特

級

1
級
ま
た
は
単
一
等
級
取
得
後
5
年
以

上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

◇
１

級

７
年
以
上
、
ま
た
は
２
級
取
得
後
２
年

以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

◇
単
一
等
級

３
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

◇
２

級

２
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
３
級
取
得
者

◇
３

級

半
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
該
当
す
る
科
目
で
職
業
訓
練
・

高
等
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学
・
各
種
（
専

南
空
知
消
防
組
合

消
防
職
員
採
用
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

後
期
技
能
検
定

消
防
設
備
士
試
験

町
立
介
護
福
祉
学
校

専
任
教
員
採
用
試
験
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infomation ９

修
）
学
校
（
厚
生
労
働
大
臣
指
定
に
限

る
）
の
在
学
生
を
含
む
。

◆
実
施
職
種

機
械
保
全
、
配
管
、
鉄
筋
施
工
、
建
築

大
工
な
ど

◆
受
付
期
間

10
月
3
日
㈪
～
10
月
14
日
㈮

◆
そ
の
他

経
験
年
数
の
短
縮
・
免
除
、
実
施
職
種
、

受
検
手
数
料
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

中
空
知
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
内

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

☎
０
１
２
５（
２
４
）１
８
８
０

◆
日

時　

10
月
11
日
㈫
～
14
日
㈮

午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分

◆
場

所

岩
見
沢
市
民
会
館
ま
な
み
ー
る
（
岩
見

沢
市
９
条
西
４
丁
目
１
）

◆
科

目

･
危
険
物
に
関
す
る
法
令

･
基
礎
的
な
物
理
学
お
よ
び
化
学

･
危
険
物
の
性
質
、
火
災
予
防
お
よ
び
消

火
の
方
法

･
練
習
問
題

◆
受
付
期
間

講
習
会
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
、
予

定
人
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

◆
講
習
日
・
場
所

･
札
幌
市

消
火
設
備　

10
月
3
日
㈪
・
4
日
㈫

警
報
設
備　

10
月
6
日
㈭
・
7
日
㈮

消
火
器　

10
月
4
日
㈫
・
5
日
㈬

北
海
道
自
治
会
館
（
札
幌
市
北
区
北
6

条
西
7
丁
目
）

◆
科

目

消
火
設
備　

甲
・
乙
種
１
類

警
報
設
備　

甲
・
乙
種
４
類

消
火
器　

乙
種
６
類

◆
受
付
期
間　

９
月
12
日
㈪
～
28
日
㈬

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

◆
講
習
日
・
場
所

･
岩
見
沢
市　

10
月
6
日
㈭

･
札
幌
市　

10
月
3
日
㈪
・
12
月
8
日
㈭

い
ず
れ
か
1
日
を
指
定
し
受
講

◆
対

象

①
平
成
21
年
３
月
31
日
以
前
に
免
状
の
交

付
ま
た
は
保
安
講
習
を
受
け
、
現
在
危

険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険

物
取
扱
者
の
方

②
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な

か
っ
た
方
が
、
そ
の
後
、
従
事
す
る
こ

と
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
従
事
す
る

こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
受

講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
以
降
３

年
以
内
ご
と
に
受
講
）。

③
②
に
該
当
す
る
方
で
、
過
去
２
年
以
内

に
免
状
の
交
付
ま
た
は
講
習
を
受
け
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
免
状
交
付
日
ま
た

は
講
習
日
か
ら
３
年
以
内
に
受
講
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
以
降
３
年
以
内

ご
と
に
受
講
）。

◆
受
付
期
間

受
講
開
催
日
の
10
日
前
ま
で

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

☎
�
０
１
５
０

【
物
産
展
交
流
＆
南
幌
温
泉
】

◆
日

時　

9
月
29
日
㈭

午
前
11
時
～
午
後
4
時
30
分

◆
見
学
場
所

さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
物
産

展
、
南
幌
温
泉

◆
参
加
料

･
大
人　
　
　

1
5
0
0
円

・
小
人　
　
　

1
0
0
0
円

入
湯
料
・
お
土
産
含
む
（
昼
食
各
自
）

◆
申
込
期
間　

9
月
5
日
㈪
～
13
日
㈫

参
加
者
が
10
人
以
下
の
場
合
は
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
主

催

南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組
合

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
7
5
0
2

講
　
　
習

消
防
設
備
士
事
前
講
習

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習

催
　
　
し

南
空
知
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー



【
絆
～
一
期
一
笑
を
大
切
に
～
】

◆
日

時　

９
月
17
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◆
場

所　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校

◆
内

容

介
護
技
術
実
演
、屋
外
模
擬
店
、各
サ
ー

ク
ル
発
表
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
介
護
福
祉
学
校

学
校
祭
実
行
委
員
会

☎
�
６
０
６
０

◆
日

時　

９
月
9
日
㈮
～
16
日
㈮

　

午
前
8
時
45
分
～
午
後
5
時
30
分

※
土
曜
・
日
曜
日
は
除
く

◆
場

所　

　

空
知
総
合
振
興
局
１
階
玄
関
ロ
ビ
ー

◆
内

容

パ
ネ
ル
の
掲
示
、
心
の
健
康
度
チ
ェ
ッ

ク
コ
ー
ナ
ー
、
情
報
資
料

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

　
◆
日

時

9
月
13
日
㈫　

午
後
7
時
～

◆
場

所

　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
研
修
室
」

◆
内

容

・
岩
見
沢
中
央
小
学
校
の
長
井
美
木
養
護

教
諭
を
講
師
に
招
き
、
安
全
な
食
生
活

や
健
康
な
体
づ
く
り
な
ど
、
子
ど
も
の

健
康
に
つ
い
て
考
え
る
。

◆
参
加
料

無　

料

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
の
教
育
を
語
る
会　

事
務
局

角
田
小
学
校　

富
石

☎
�
0
5
1
9

　

家
事
に
育
児
…
家
族
の
た
め
に
毎
日
頑

張
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
！
家
族
の
元
気
は

お
母
さ
ん
か
ら
…
コ
コ
ロ
も
カ
ラ
ダ
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

◆
日
時
・
場
所

10
月
6
日
㈭
と 

11
月
2
日
㈬
の
全
2
回

①
お
母
さ
ん
だ
け
コ
ー
ス
（
託
児
あ
り
）

午
前
10
時
30
分
～

場
所
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

②
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
で
参
加
コ
ー
ス

午
後
2
時
～

場
所
：
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

し
ゃ
る
る

24

◆
内

容

・
コ
コ
ロ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
法
を
学
ぶ

・
呼
吸
法
ス
ト
レ
ッ
チ

・
い
ろ
い
ろ
な
ア
ロ
マ
を
体
験

・
ス
ト
レ
ス
度
チ
エ
ッ
ク
（
希
望
者
）

◆
対
　
　
象

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

◆
参
加
費

　

無　

料

◆
定
　
　
員

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
各
20
人

※
申
し
込
み
受
付
は
９
月
5
日
㈪
か
ら

◆
持
ち
物

動
き
や
す
い
服
装
。
タ
オ
ル
・
飲
み
物

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室

☎
�
2
2
5
6

◆
日

時

9
月
11
日
㈰  

午
前
9
時
～
午
後
4
時

◆
場

所　

月
形
刑
務
所
構
内　

　

樺
戸
郡
月
形
町
1
0
1
1
番
地

◆
内

容

・
全
国
の
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即
売

・
刑
務
所
に
関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示

・
所
内
見
学　

ほ
か

◆
入
場
料

　

無　

料

◆
問
い
合
わ
せ

月
形
刑
務
所

☎
0
1
2
6
（
5
3
）
3
2
3
5

まちのおしらせ

ア
ロ
マ
de
ス
ト
レ
ッ
チ

13:00 ～　みのり太鼓
13:30 ～　勝手にカラオケ
15:00 ～　美唄 501　アマチュアデュオ
16:00 ～　カラオケ大会（申込者のみ）
19:00 ～　間嶋直俊オンステージ（予定）
19:30 ～　城山さとみオンステージ（予定）　
20:00 ～　ビンゴゲーム

ご縁広場（松風 2）

月
形
刑
務
所
矯
正
展

第
24
回
介
護
学
校
学
校
祭

栗
山
の
教
育
を
語
る
会

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

【問い合わせ】
松風商店街振興会   ㈲そらち  ☎ �1236

自
殺
予
防
パ
ネ
ル
展

岩見沢市

長
沼
町 夕

張
市

角田

継立

杵臼

桜山

雨煙別

日出

●南部公民館

円山

滝下

●緑丘神社
●ダム

●桜山自然の家

道道札幌夕張線

道道鳩山継立停車場線
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infomation ９

10 月 1 日から赤い羽根共同募金運動が
始まります。

秋祭り期間を「赤い羽根共同募金キャ
ンペーン期間」として、募金協力いただ
いた方に赤い羽根の代わりに北海道日本
ハムファイターズの選手カード（稲葉選
手、小谷野選手、田中選手、糸井選手）
をお渡しします。

皆さんのご理解とご協力をお願いいた
します。

【問い合わせ】
赤い羽根共同募金事務局
栗山町社会福祉協議会　☎� 1322

９月 18 日㈰

継立神社祭典会場

９月 24 日㈯ ～ 26 日㈪

栗山天満宮例大祭会場

赤い羽根共同募金
キャンペーン事業

９
月
16
日
㈮
～
19
日
㈷
ま
で
の
間
、

わ
が
国
最
大
の
自
転
車
の
ス
テ
ー
ジ

レ
ー
ス
「
ツ
ー
ル
･
ド
・
北
海
道

２
０
1
1
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
栗
山
町
、
第
3
ス
テ
ー
ジ
で
通
過

　

栗
山
町
は
、
18
日
㈰
に
占
冠
村
を
午

前
９
時
30
分
に
ス
タ
ー
ト
す
る
第
3

ス
テ
ー
ジ
で
通
過
し
ま
す
。
コ
ー
ス
は

日
出
、
継
立
を
通
過
し
北
上
し
て
い
き

ま
す
。
選
手
た
ち
に
沿
道
か
ら
の
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
当
日
は
同
コ
ー
ス
に
て
市
民
参
加
に
よ

る
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
も
行
わ
れ
ま
す
。

■
交
　
通
　
規
　
制
　
■

①
競
技
時
間
中
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
車
両
の
通
行
は
で
き
る
だ
け
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

②
交
通
規
制
の
行
わ
れ
て
い
る
道
路
の
部

分
で
は
、
競
技
と
同
一
方
向
へ
の
車
両

は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

③
対
面
車
両
が
通
行
で
き
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
競
技
自
転
車
が
接
近
し
て
い
る

と
き
に
は
、
右
折
･
横
断
･
転
回
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
場
合
に
よ
り
一

時
停
止（
停
止
時
間
は
最
大
20
分
程
度
）

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
都
合
に
よ
り
規
制
時
間
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
現
場
の
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
競
技
自
転
車
と
す
れ
違
う
と
き
は
、
減

速
す
る
な
ど
競
技
の
安
全
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

◆
市
民
レ
ー
ス

　

午
前
10
時
30
分
～

　

11
時
30
分
こ
ろ

◆
第
3
ス
テ
ー
ジ
（
栗
山
町
）

　

正
午
～
午
後
１
時
こ
ろ

9
月
18
日
㈰
に
栗
山
町
を
通
過
！

ツ
ー
ル
・
ド
・
北
海
道
2
0
1
1

◆
日

時　

9
月
21
日
㈬
・
22
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
場

所

　

栗
夢
プ
ラ
ザ

◆
内

容

　

め
ぐ
み
幼
稚
園
児
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
。
お
菓
子
（
パ
ン
、
パ
ウ
ン

ド
ケ
ー
キ
、
あ
ん
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
）
の

販
売
や
、
子
ど
も
服
、
お
も
ち
ゃ
な
ど

の
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園

☎
�
1
4
5
9

め
ぐ
み
デ
パ
ー
ト



　◆
日
時
・
場
所

　

9
月
15
日
㈭　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

空
知
総
合
振
興
局

◆
対
　
　
象

借
金
な
ど
の
経
済
問
題
で
お
困
り
の
方

◆
内

容

精
神
科
医
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
、
弁

護
士
に
よ
る
経
済
問
題
の
相
談

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

　

９
月
5
日
か
ら
11
日
は
「
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強

化
週
間
で
す
。
期
間
中
、
高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
方
へ
の
虐
待
や
嫌
が
ら
せ

な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
特
設
電
話
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

◆
相
談
の
日
時

　
9
月
5
日
㈪
～
11
日
㈰　

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

※
9
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
は
午
前
10
時

～
午
後
5
時
ま
で

◆
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
（
0
0
3
）
1
1
0

◆
問
い
合
わ
せ

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

☎
０
１
２
６
（
２
2
）
0
6
1
9

◆
日
時
・
場
所

　
9
月
16
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
20

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

　

無　

料　
（
定
員
7
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

　◆
日
時
・
場
所

　

9
月
15
日
㈭　

午
後
1
時
～
3
時

空
知
総
合
振
興
局

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

9
月
14
日
㈬
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

　

岩
見
沢
公
証
役
場
で
は
、
公
証
週
間

の
行
事
と
し
て
次
の
と
お
り
公
証
業
務

に
関
す
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

◆
日

時

　

10
月
1
日
㈯
～
7
日
㈮

午
前
9
時
15
分
～
午
後
4
時
30
分

※
1
日
㈯
～
2
日
㈰
は
要
予
約

◆
場

所

　

岩
見
沢
公
証
役
場　

岩
見
沢
市
４
条
西

１
丁
目
２
番
地
5
Ｍ
Ｙ
岩
見
沢
ビ
ル
2

◆
内

容

　
老
後
の
安
心
設
計
と
し
て
（
遺
言
・
任

意
後
見
契
約
・
尊
厳
死
の
宣
言
）、
離

婚
に
伴
う
養
育
費
・
慰
謝
料
な
ど
の
支

払
い
契
約
や
年
金
分
割
の
合
意
、
金
銭

の
貸
借
契
約
、株
式
会
社
の
定
款
認
証
、

私
署
証
書
の
認
証
な
ど

◆
相
談
料　

無　

料

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
公
証
役
場

☎
０
１
２
６（
２
2
）1
7
5
2

26

まちのおしらせ

相  
  

談

栗山天満宮例大祭
9 月 24 日土・25 日日・26 日月
露店出店路線は右図のとおり、「駅前通り」と「公園通り」です。

【問い合わせ】　※祭典行事関係 … 栗山天満宮　☎ 72-1370

公
証
業
務
相
談
所
開
設

無
料
法
律
相
談

心
の
健
康
相
談

高
齢
者
・
障
が
い
者

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

自
殺
予
防
週
間
特
別
相
談
会

【
7
月
16
日
～
8
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

干
場
彩あ

や
か夏 

7/14

遠
藤
和な
ご
み水 

7/16

大
野
月る

あ煌 

7/23

本
田
悠ゆ

う
い偉 

7/24

伊
東
優ゆ

き希 

7/26

横
岡
海か
い
と音 

7/27

宮
田
翔か
け
る琉 

7/28

仁
平
み
よ 

8/8

隆

則

二

美

秀

介

千

晶

浩

司
純徹

智

美

春

樹

早

苗

弘

志

春

美
充
智

恵

将

太

里

佳

松
風
３

松
風
４

南
学
田

朝
日
４

杵

臼

朝
日
４

桜

山

雨
煙
別

お
め
で
た

【
7
月
16
日
～
8
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   
齢  
月 
日                         

世
帯
主       

住  

所

青
山
安
子 

56 
7/16 
正

志

大
川
博
子 

74 

7/18 
幸

夫

粟
野
キ
ヨ 

87 

7/20 

本

人

齊
藤
君
代 

96 

7/21 

幸

代

傳
里
十
四
子 

86 

7/24 

本

人

能
渡
正
美 

69 

7/24 

本

人

小
川
ス
ヱ
子 

92 

8/6 

本

人

大
塚
文
夫 

78 

8/6 

本

人

松
尾
　

寛 

90 

8/6 

本

人

菅
原
ミ
チ
子 

79 

8/7 

本

人

小
澤
五
郎 

78 

8/8 

裕

子

宮
前
清
和 

68 

8/8 

本

人

上
野
寅
吉 

89 

8/12 

本

人

寺
本
政
治 

80 

8/14 

本

人

お
く
や
み

御

園

松
風
２

南
学
田

中
央
２

湯

地

角

田

朝
日
４

三
日
月

継

立

松
風
３

中
央
３

朝
日
３

中
央
４

朝
日
３

【
慰　

問
】

◇
峰
こ
う
じ
さ
ん
（
留
萌
市
）
◇
椿
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
友
の
会
（
新
十
津
川
町
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
佐
藤
倶
子
会
長
）

【
物　

品
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス　

シ
オ
ミ
薬
品
◇
エ
ス

ケ
ー
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花
薬
局
栗

山
店
◇
く
す
り
の
え
び
な
◇
栗
山
詩
吟
愛

好
会
◇
コ
ニ
ー
時
計
店

【
慰　

問
】

◇
栗
山
町
赤
十
字
奉
仕
団
◇
峰
音
楽
事
務

所
（
札
幌
市
）
◇
栗
山
詩
吟
愛
好
会
◇
五

葉
会

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
卜
部
澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）
◇
三
浦
英

昭
さ
ん（
朝
日
4
）◇
太
田
欣
仁
さ
ん（
松

風
2
）
◇
西
岡
マ
サ
子
さ
ん
（
松
風
2
）
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漏水調査を実施します！
　水道は、道路などに張り巡らされた
水道管から、皆さんの家庭に給水され
ています。
　水道管は、経年劣化による腐食や路
面荷重などによって亀裂が生じ、漏水
してしまうことがあります。特に水道
メーターより前の水道管からの漏水は、
収益の発生しない給水を続けてしまう
ことになり、水道経営を圧迫する要因
となります。このことから、ムダな給
水の減少と経営の健全化のために毎年

漏水調査を実施して
います。
　 漏 水 調 査 は、 町 が
委託した業者が皆さ
ん の 家 庭 を 訪 問 し、
水道メーター付近を
調査させていただき

ますので、ご理解とご協力をよろしく
お願いします。

【調査期間】９月上旬～１０月下旬
【対象地域】町内全域
【委託業者】株式会社  管路診断

調査方法など
○町が委託した専門業者の調査員が主

に日中に行います。
○ご家庭のメーターボックスを開閉す

ることがあります。
○調査費用は、無料です。
○調査員は、専用の調査機器（音聴棒、

漏水探知機など）を使い調査を行い
ます。

○漏水調査員は「漏水調査員」の記名章、
身分証を携帯していますので、不審
に思われたら提示を求めてください。
また、物品の販売や調査費用の請求
は一切しません。

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ �7514

infomation ９

【
金
一
封
】

◇
高
杉
公
彦
さ
ん
（
苫
小
牧
市
）
よ
り
総
務

寄
付
金（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
）と
し
て
◇

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
北
海
道
㈱
（
山
尾
啓
一

代
表
取
締
役
社
長
）
よ
り
総
務
寄
付
金（
ま

ち
づ
く
り
）と
し
て
◇
林
弘
慶
さ
ん
（
共
和
）

よ
り
総
務
寄
付
金（
ま
ち
づ
く
り
）と
し
て　

【
金
一
封
】

◇
証
継
寺 

中
村
彰
真
住
職
（
雨
煙
別
）

◇
と
き
わ
町
内
会
（
中
井
穠
会
長
）

【
物　

品
】

◇
真
教
寺 

小
幡
大
秀
住
職
（
杵
臼
）
◇

と
き
わ
町
内
会
（
中
井
穠
会
長
）

　
　
町
　
へ

　
　
泉
徳
苑
へ

■ 次号「広報くりやま 10 月号」の原稿締切は 9月13日㈫まで ■ 提出先：町総務課広報・情報グループ　☎�7501

みんなの

水 道

【
金
一
封
】

◇
松
坂
志
津
枝
さ
ん
（
社
協
講
座
講
師
・

札
幌
市
）
よ
り
社
会
福
祉
事
業
へ

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご  

厚  

意

　
　
く
り
の
さ
と
へ


